


組み込み式 DVR 

購入取り付け 9大問題 
組み込み式DVRは PC式に比べて数年遅れで出てきたが安定性があるため広範囲な市場に
支持を得た。それでは、組み込み式 DVRはどの様な分野で使用するのが適しているのだろ
うか、また実際使用の時どの様な問題に出くわし、どうやって解決するのか、本特集では

大華技術株式会社の製品総監督、黄祖衡さん、杭州海康威視の技術総監督、周治平さん、

北京藍色之星科学技術有限会社総監督、許志斌さん及び大立科学技術有限会社の関連技術

職員ら一同にこれらの問題を答えてもらった。 

整理/雷愛侠 

 

Q:PC式 DVRと比べて、組み込み式の DVRはどの様な状況下で選択するのが適当であります

か？ 

A:多くの無人当直において、安定性或いはデーター守秘性の要求が高い監視制御システム

の中、組み込み式 DVR は独特な機能で適合している。当然全ての組み込み式 DVR がデータ

ーに対して守秘性に優れているというわけではない。ニーズとしては透かし機能と独自の

ファイルシステム型である。例えば銀行員監視録画、ATM現金自動引き出し機録画、インテ

リジェント交通、発電所、都市治安、無人通用門監視システム等、つまりこの種の場所で

のニーズは総括して設置スペースが小さい、高信頼性、省電性といえる。 

 

Q:組み込み式 DVR の長時間録画時、非常に大きいディスク保存容量の要求が高いですが販

売にあたってこの要求に応えられますか？どの様な方法によって容量の拡充をお考えでし

ょうか？また価格でたくさんの顧客とエンジニア会社に受け入れられるでしょうか？ 

A:組み込み式 DVR は現在一般的な設計では８基のディスクを内蔵しており１基の容量は

250G。ハードディスク設計の原因により普通は拡充の方法がありません。しかし今はほと

んどの保存ニーズを満たしており、さらに大容量の保存を実現しなければならないなら今

のところ実行できる方法はシリアル SATAインターフェイスの設置です。この方法は多くて

8基のディスクが設置可能で 1基の容量は 2Tです。組み込み式 DVRはディスク数の拡充コ

ストは割合低く PCのハードディスク数拡充よりはるかにコストが安い。今後顧客の録画時

間と鮮明度の要求が上がるにつれ新設計システムは 16基、32基になるだろう。もう 1種類

の合理的な方法はネットワーク通信を使った集中保存である。前端の DVR は短時間録画す

ると同時、画像データーをネットワークに転送し長時間データーをバックアップセンター

の磁気ディスクに保存を実現する。しかしこれには良いネットワーク環境が必要である。 

 


